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日 曜 おもな行事 

１ 木 期末テスト  

２ 金 期末テスト  生徒会専門委員会 

２年生「職業について話を聞く会」（５校時） 

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火   

７ 水 臨時 PTA運営委員会 

８ 木 学力向上プロジェクト 

９ 金 緊急アクセス日  

２年生「職業について話を聞く会」（５・６校時） 

１０ 土  

１１ 日 こども学びスタ in 深谷 中学生の主張 

１２ 月 クリーンマンデー 

１３ 火  

１４ 水  

１５ 木 学力向上プロジェクト 

１６ 金 １年生スキー教室説明会 

１７ 土  

１８ 日  

１９ 月  

２０ 火 給食最終日 安全確認日 

２１ 水 期末短縮 避難訓練 大掃除 ふれあいデー 

２２ 木 期末短縮 学年集会 学力向上プロジェクト 

２３ 金 第２学期終業式  表彰  全体指導 

２４ 土  

２５ 日  

２６ 月  

２７ 火  

２８ 水  

２９ 木 閉庁日 

３０ 金 閉庁日 

３１ 土 閉庁日 大晦日 

真摯に学ぶ生徒 

心を磨く生徒 

体を鍛える生徒 

令和４年１２月号 

【１２月の予定】 

 第３学年対象 性教育講演会 開催  
 

令和４年１１月１１日（金）に、助産師の佐藤 千絵 

先生をお招きして、第３学年生徒と保護者対象の講

演会を開催しました。先生は、「思春期の生と性」と題

して、男女の性についての科学的な考え方、妊娠や

性感染症に関する基本的な知識等についてお話して

くださいました。生徒は、「私達はたくさんの人の支え

があって生まれてきたので、自分の命と行動に責任を

持ちたい。将来のパートナーのことを考えて行動した

い。」等の感想を記し、改めて、自他の命と体を大切

にし、人生（生活）を送らなければならないことを認識

しました。 

花とみどりとあいさつの 
深谷市立花園中学校 

  
 新人兼県民総合スポーツ大会 埼玉県大会 結果  敬称略 

 

・男子バスケットボール：１回戦敗退 ・ソフトボール：ベスト８ 

・女子卓球 団体戦：１回戦敗退、個人戦：１回戦敗退    

・男子柔道 団体戦：２回戦敗退 ・女子柔道 団体戦：ベスト８ 

・男子柔道 個人戦：ベスト１６、１回戦敗退          

・女子柔道 個人戦：第３位、ベスト８、１回戦敗退           

 
 後期人権週間と人権集会  

令和４年１１月７日（月）～１１月１１日（金）は後期人権週間でした。 
１１月７日（月）の人権集会（リモート）では、深谷市立教育研究所専門員の 

宮前日出男先生を講師としてお招きしました。宮前先生はお話の冒頭に２０１９
年のラグビーワールドカップに出場した日本代表チームと南アフリカ代表チー
ムの話をされました。日本代表チームは、選手３１名中１５名が外国出身者であ
ったこと、また、優勝した南アフリカ代表チームの母国は、人種間による経済格
差や人種差別問題が根強く残っているが、黒人と白人が１つになって優勝したこ
とをお話されました。さらに、南アフリカ代表監督の次の言葉を紹介していただ
きました。「母国には色々な課題があるが、挑戦しなければならない。ラグビーで
国を１つに、争いをやめて、意見の違いを超えるきっかけとしたい。南アフリカ
には団結が必要だ。」この言葉を踏まえて、宮前先生は次のようにお話を続けまし
た。日本代表チームと南アフリカ代表チームは、それぞれの課題や事情がある中
で、「ONE TEAM」（ワンチーム）となって戦う必要がありました。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・中略・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
人は他人との違いを優しく、広く受け入れるのが苦手な所があると思います。

ですから、何か自分と違う態度や行動が気になり、受け入れられず、特別扱いし
たり、無視したり、笑ったり、仲間はずれにしたり、自分もそうされるのが嫌だ
から、集団に無理に合わせたりしてしまいがちです。これが、いじめに発展する
ケースが多いと思います。でも、よく考えてみてください。この世の中、まった
く同じ人がいますか？人は違って、当たり前、人は違って、みんな、いい！です。
どうか、友達や周りの人達の違いを、広く、大きく、そして優しく受け入れられ
る寛大な人になってください。みなさん全員が、自分を大切にできる、そして、
他の人も大切にできる、そんな学校を、そんな社会をみんなの力で創っていきま
しょう。それは無理だと言う人がいるかもしれませんが、一人では無理かもしれ
ません。でも、必ずできるはずです。皆さんがワンチームになることができれば！ 
ワンチームとは、人に対して思いやりを持つこと。自分の人権も人の人権も

大切にするということです。覚えておいてくださいね。 

 渋沢栄一翁「語らいの日」  

令和４年１１月１１日（金）は、「近代日本の父」渋沢栄一翁の没後９１年目の

命日でした。本校では、全校朝会（リモートによる校長講話）を開き、渋沢栄一

翁の生い立ち、実家（中の家）と母エイ、徳川慶喜や昭武との出会いと渡欧、株

式会社、教育機関、病院や福祉機関の設立と育成についてのお話をしました。ま

た、この日の学校給食は、煮ぼうとうが提供されました。生徒たちは小学校でも

「総合的な学習の時間」等で渋沢栄一翁についての調べ学習の経験があり、栄一

翁に係る知識と理解はありましたが、今回の講話で新たな発見もあったと感想文

に記していました。生徒たちの感想の中で、「私も、自分の為だけではなく、他の

人の為に役に立つ人になりたい。」「我慢強く、あきらめずに努力をし続ければ、

自分の考えや夢や希望を必ず実現できると思った。」「栄一翁の母エイの言葉が印

象に残った。（あんたが嬉しいだけではなくて、みんなが嬉しいのが一番なんです

よ。）」「栄一翁については、だいたい知っていたが、読書好きで、食べ物は好き嫌

いなく何でも食べ、オートミールを好んで食べていたことは初耳だった。」「僕は

あまり本を読まなかったので、これからは読書をするように心がける。」「好き嫌

いなく何でも食べるようにする。」などの前向きな感想が多かったです。講話の最

後に余談として話したこと（読書と食生活）が、印象に残ったようです。 

終わりに、この日の午前中に「青淵忌」第２８回青淵 

渋沢栄一翁銅像献花式が深谷駅前で執り行われました。 

市長様、教育長様、市内の小中学校長や様々な関係者様 

が集まり、栄一翁と彼の偉業を偲び、献花台に黄色い菊 

を捧げ、深谷の発展を祈念しました。 

 
【 第２回 PTA 資源回収ご協力へのお礼 】 

 
 １１月１２日（土）の第２回 PTA資源回収では、地域の皆様や保護者の皆
様方には、たいへんお世話になりました。今回もコロナウィルス感染拡大防止
のため、持ち込み方式で実施させていただきました。ご不便をおかけしたこと
と存じますが、多くの方々にご協力いただいたことに感謝申し上げます。 
ありがとうございました。なお、収益は後日ご連絡させていただきます。 


